
５
月
10
・
11
日
、
日
中
友
好
協
会

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳
交
流
会
が
、

和
歌
山
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
１
日
目
の
「
太
極
拳
の

型
の
意
味
を
見
て
学
ぶ
講
習
」
に
は

約
140
名
、
２
日
目
の
種
目
別
講
習
会

（
24
式
、
48
式
、
華
武
扇
）
に
は
約

100
名
の
参
加
で
し
た
。

１
日
目
は
、
太
極
拳
は
本
来
武
術

で
健
康
法
で
あ
る
こ
と
、
太
極
拳
の

真
髄
は
、
式
と
式
の
間
に
攻
防
の
意

味
が
あ
り
「
柔
の
中
に
剛
を
蔵
す
」

「
弱
い
力
で
強
い
力
を
弾
く
」
「
用

意
不
用
力
」
等
と
も
い
わ
れ
、
今
回

そ
の
攻
防
の
原
理
に
つ
い
て
学
び
、

全
国
で
も
初
の
取
組
み
で
し
た
。

恒
岡
本
部
指
導
員
の
解
説
で
８
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
本
部
指
導
員
が

攻
撃
役
で
、
実
際
の
攻
防
動
作
を
示

し
、
相
手
の
攻
め
を
受
け
流
し
た
り
、

空
を
切
ら
せ
て
無
力
化
す
る
な
ど
の

実
際
を
見
て
、
太
極
拳
の
持
つ
攻
防

原
理
の
雰
囲
気
や
面
白
さ
は
十
分
伝

わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

２
日
目
の
種
目
別
で
も
、
攻
防
講

座
の
体
験
を
も
と
に
動
作
解
説
を
し

て
い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

午
後
の
発
表
会
で
は
各
種
目
の
発

表
と
、
来
年
の
50
周
年
交
流
大
会
で

演
ず
る
創
作
太
極
拳
「
風
華
24
式
」

を
全
員
で
表
演
し
ま
し
た
。

夜
の
交
流
会
で
は
。
弁
慶
の
描
か

れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
、
全
員

の
弁
慶
踊
り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
50
周
年
に
向
か
っ
て

さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
な
ど

を
誓
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。
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和
歌
山
市
で
太
極
拳
交
流
会

太
極
拳
の
型
の
意
味
を
見
て
学
ぶ
講
習

太
極
拳
普
及
50
周
年
の
前
夜
祭
と

し
て
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳
交
流
会

が
和
歌
山
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
振
り
の
顔
振
れ
と
の
再
会
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

太
極
拳
に
長
年
尽

力
さ
れ
た
和
歌
山
県

連
岡
本
御
夫
妻
は
車

椅
子
で
の
御
参
加
で
、

皆
様
と
の
再
会
に
目

を
細
め
て
楽
し
そ
う

で
し
た
。

私
は
令
和
５
年
に

体
調
（
腎
不
全
・
DVT
）

を
崩
し
、
皆
様
と
共

に
練
習
す
る
事
が
叶

わ
ず
、
本
来
な
ら
寝

た
き
り
状
態
で
車
椅

子
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
交
流
会
に
参
加

で
き
ま
し
た
。

こ
の
様
な
不
自
由
な
身
体
の
私
の

参
加
を
快
く
受
け
入
れ
て
頂
き
、
仲

間
と
再
会
す
る
事
が
出
来
有
難
く
思

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
体
幹
は
戻
り
ま

せ
ん
が
年
だ
と
諦
め
ず
に
少
し
で
も

太
極
拳
に
関
わ
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
只
々

関
係
者
に
感
謝
と

い
う
言
葉
に
尽
き
ま
す
。

（
守
口
教
室

下
園

ス
ミ
子
）

参
加
者
か
ら
の
感
想
で
す

「
各
リ
ー
ダ
ー
が
丁
寧
に
対
応
さ
れ

分
か
り
易
か
っ
た
」
「
対
練
は
テ

キ
ス
ト
で
は
難
し
か
っ
た
が
、
相
手

有
り
の
時
に
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
」

「
教
室
で
や
っ
て
見
せ
て
と
言
わ
れ

た
ら
難
し
す
ぎ
て
出
来
な
か
っ
た
」

「
少
人
数
の
ク
ラ
ス
で
よ
か
っ
た
」

不
自
由
な
身
体
で
参
加

再
会
を
喜
ぶ

５
月
17
日
大
阪
市
内
で
、
こ
の
間

の
各
府
県
連
で
の
「
仲
間
ふ
や
し
」

の
交
流
と
第
74
回
大
会
に
向
け
て
組

織
強
化
と
仲
間

つ
く
り
活
動
を

促
進
す
る
た
め
、

関
西
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
が
21
名
の

参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

齊
藤
敏
康
京

都
府
連
理
事
長

を
議
長
に
選
出
、

山
本
恒
人
大
阪

府
連
会
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
、

松
尾
豊
大
阪
府

連
理
事
長
の
会

議
へ
の
本
部
報

告
、
会
議
開
催
の
目
的
・
意
義
が
述

べ
ら
れ
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

中
国
を
め
ぐ
る
こ
の
間
の
情
勢
を

共
有
す
る
た
め
山
本
副
会
長
に
よ
る

全
人
代
報
告
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
な
ど

30
分
の
講
義
と
質
問
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

会
議
に
は
奈
良
・
和
歌
山
・
京
都
・

兵
庫
・
大
阪
の
各
府
県
連
か
ら
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
向
け
て
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

今
年
の
中
国
百
科
検
定

第
17
回
検
定

７
月
５
日(

土)

実
施
級

初
級
・
３
級
・
２
級

会
場

国
労
大
阪
会
館

第
18
回
検
定

12
月
６
日(

土)

実
施
級

初
級
・
３
級
・
２
級

１
級
・
特
級

15
時
か
ら

５
月
24
日
国
労

大
阪
会
館
で
大
阪
・

長
谷
川
テ
ル
顕
彰

の
会
総
会
を
開
催
、

司
会
の
山
本
恒
人

府
連
会
長
が
開
会

あ
い
さ
つ
、
久
し

ぶ
り
に
参
加
さ
れ

た
渡
辺
武
府
連
顧

問
と
治
安
維
持
法

同
盟
大
阪
府
本
部

の
佐
野
彰
義
最
勝

寺
住
職
な
ど
も
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

寺
島
俊
穂
関
大

名
誉
教
授
が
「
長
谷
川
テ
ル
全
作

品
集
」
日
本
語
版
を
作
成
中
で
、

６
月
の
関
西
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会

に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
版
「
長
谷
川
テ

ル
選
集
」
を
準
備
を
し
て
い
る
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
の
共
同
代
表
に
山
本
恒

人
府
連
会
長
と
治
安
維
持
法
同
盟

の
大
石
喜
美
恵
さ
ん
、
事
務
局
長

に
平
松
悦
雄
府
連
理
事
な
ど
を
選

出
し
ま
し
た
。
総
会
は
大
阪
・
長

谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会
会
則
を
確
認

し
「
日
本
語
版
・
長
谷
川
テ
ル
全

作
品
集
」
を
刊
行
し
普
及
す
る
こ

と
な
ど
会
の
事
業
を
決
め
ま
し
た
。

長
谷
川
テ
ル
顕
彰
の
会
開
く

「
中
国
帰
国
者
２
世
の
生
活
支
援

等
を
求
め
る
請
願
署
名
」
が
全
国

ト
ー
タ
ル
７
万
筆
を
突
破
し
ま
し

た
。
大
阪
府
連
は
５
月
22
日
現
在
、

第
４
次
署
名
１
７
１
２
筆
、
合
計

１
２
８
２
７
筆
に
な
り
ま
し
た
。

署
名
の
集
計
が
国
会
請
願
を
区

切
り
と
し
た
も
の
に
変
わ
り
大
阪

府
連
も
そ
れ
に
合
わ
せ
ま
す
。

第
１
次
５
２
７
０
筆
、
第
２
次

４
２
９
４
筆
、
第
３
次
１
５
５
１

筆
に
な
り
ま
す
。
６
月
16
日
予
定

の
第
４
次
国
会
請
願
に
は
、
府
連

か
ら
石
井
支
援
委
員
長
が
参
加
予

定
で
す
。
も
う
一
回
り
の
奮
闘
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
中
国
「
残
留

孤
児
・
婦
人
」
２
世
が
人
間
の
尊

厳
も
っ
て
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
』
は
好
評
で
す
。
浅
野
教

授
の
日
中
友
好
新
聞
連
載
（
２
０

２
４
年
１
月
か
ら
６
月
）
や
豊
富

な
資
料
の
他
、
大
阪
か
ら
は
８
名

の
帰
国
者
２
世
の
手
記
「
私
は
訴

え
ま
す
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
に
は
文
章
を
自
分
で
書
く
こ

と
が
で
き
ず
、
口
述
筆
記
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
も
い
ま
す
。
そ
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
寝

屋
川
市
の
支
援
員
の
方
か
ら
「
素

晴
ら
し
い
内
容
だ
か
ら
国
立
国
会

図
書
館
に
納
本
し
て
多
く
の
図
書

館
利
用
者
や
研
究
者
の
方
に
手
に

取
っ
て
見
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う

か
」
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
価
格

の
半
分
と
送
料
を
い
た
だ
い
た
う

え
、
国
立
国
会
図
書
館
と
関
西
館

（
京
都
府
）
に
２
冊
納
本
で
き
た
、

と
連
絡
を
も
ら
い
ま
し
た
。
内
容

が
と
て
も
豊
富
で
８
０
０
円
と
い

う
定
価
に
『
お
値
段
以
上
～
』
と

い
う
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
石
井

勉
）

２
世
支
援
署
名

全
国
で
７
万
筆
を
突
破

第
71
回
大
阪
府
連
大
会

６
月
29
日
１
時
半
か
ら
、
国
労
大

阪
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

大
会
で
は
不
再
戦
・
平
和
・
交
流

活
動
や
中
国
へ
の
関
心
に
応
え
、
府

民
の
中
に
広
げ
る
た
め
の
活
動
、
学

習
活
動
、
仲
間
づ
く
り
と
財
政
活
動

の
取
り
組
み
強
化
と
７
月
の
中
国
百

科
検
定
試
験
や
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

交
流
会
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
す
。



５
月
18
日
（
日
）
女
性
部
学
習
会

の
「
中
国
・
古
典
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
第
１
回
目
は
講
師
の
高
田

佳
誉
子
さ
ん
厳
選
の
盛
唐
の
五
人
の

詩
人
の
登
場
で
す
。

「
盛
唐
」
と
は
漢
詩
の
作
風
に
よ
っ

て
分
け
ら
れ
た
も
の
で
、
７
１
３
年

か
ら
の
約
50
年
間
だ
と
知
り
ま
し
た
。

高
田
先
生
は
地
図
を
示
し
な
が
ら

作
者
の
生
い
立
ち
や
境
遇
や
時
代
背

景
と
と
も
に
、
詩
の
意
味
を
わ
か
り

や
す
く

お
話
し

て
く
れ

ま
し
た
。

自
然

の
お
も

む
き
を

描
い
た

山
水
詩
の
孟
浩
然
（
も
う
こ
う

ね
ん
）
の
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
〜
」

で
有
名
な
「
春
暁
」
。

西
域
の
風
物

や
兵
士
を
描
い
た
辺
塞
詩
人
の
王
昌

齢
（
お
う
し
ょ
う
れ
い
）
の
「
従
軍

行
」
。
青
海
湖
、
玉
門
関
、
天
山
な

ど
地
名
や
色
か
ら
情
景
を
思
い
浮
か

べ
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
と
い

う
漢
詩
の
読
み
方
を
聞
き
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
李
白
の
「
黄
鶴
楼
送
孟
浩

然
之
広
陵
」
杜
甫
の
「
絶
句
」
王
維

の
「
送
元
二
使
安
西
」
な
ど
中
国
語

の
堪
能
な
Ｙ
さ
ん
の
漢
詩
の
朗
読
は

や
は
り
原
語
で
聞
く
良
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
先
生
の
「
陽
関
三
畳
」
の
歌

で
漢
詩
の
世
界
観
に
ひ
た
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
学
ん
で
以
来
だ
と
う

言
う
方
か
ら
は
「
難
し
い
わ
」
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
が
、

馴
染
み
の
あ
る
漢
詩
を

情
景
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
味
わ
い
た
い
で
す

ね
！

次
回
は
７
月
20
日(

日)

午
後
１
時

半
か
ら
府
連
事
務
所
に
て
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
女
性
部

浅
田
美
奈
子
）
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杜
子
春
は
働
か
ず
に
遊
び
回
る
生

活
で
財
産
を
使
い
果
た
し
ま
す
。
誰

か
ら
も
見
放
さ
れ
町
を
さ
迷
っ
て
い

る
と
、
老
人
に
出
合
い
ま
す
。
老
人

は
杜
に
銭
三
百
万
を
与
え
ま
す
が
、

杜
は
遊
び
ほ
う
け
て
あ
っ
と
い
う
間

に
一
文
無
し
に
な
り
ま
す
。
す
る
と

ま
た
老
人
が
現
れ
銭
一
千
万
を
与
え

ま
す
。
し
か
し
結
果
は
同
じ
。
三
度

目
に
老
人
が
銭
三
千
万
を
与
え
よ
う

と
言
う
と
、
杜
は
今
ま
で
の
生
活
を

悔
い
ま
す
。

老
人
は
仙
人
に
な
る
た
め
の
薬

（
仙
薬
）
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

し
た
。
何
が
起
こ
っ
て
も
声
を
あ
げ

な
け
れ
ば
薬
は
完
成
し
ま
す
。
杜
は

老
人
へ
の
お
礼
と
し
て
、
人
間
の
感

情
か
ら
離
脱
し
仙
人
に
な
る
た
め
の

試
練
を
受
け
ま
す
。

芥
川
龍
之
介
の
「
杜
子
春
」
は

「
杜
子
春
伝
」
を
元
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
杜
が
親
子
の
愛
を
棄
て

ら
れ
ず
に
声
を
あ
げ
る
場
面
に
違

い
が
あ
り
ま
す
。

芥
川
本
は
、
杜
が
地
獄
で
責
め

苦
に
あ
う
両
親
（
馬
の
姿
に
変
え

ら
れ
て
い
る
）
を
見
捨
て
る
こ
と
が

で
き
ず
に
声
を
あ
げ
ま
す
。
伝
奇
本

は
、
杜
が
女
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
自

分
の
子
ど
も
を
夫
に
殺
さ
れ
る
場
面

で
声
を
あ
げ
ま
す
。
２
つ
の
作
品
に

共
通
し
て
い
る
の
は
親
子
の
愛
で
す
。

し
か
し
愛
の
方
向
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。芥

川
本
は
、
ま
ず
親
か
ら
子
へ
の

愛
が
描
か
れ
ま
す
。
「
私
た
ち
は
ど

う
な
っ
て
も
お
前
さ
え
仕
合
せ
に
な

れ
る
な
ら
…
…
言
い
た
く
な
い
こ
と

は
黙
っ
て
お
い
で
」
と
。

そ
れ
を
聞
い
た
杜
は
親
の
愛
の
深

さ
に
気
付
き
声
を
あ
げ
ま
す
。
親
と

子
、
双
方
向
の
愛
の
場
面
で
す
。
杜

は
、
父
母
の
愛
の

深
さ
に
気
付
い
た

こ
と
が
う
れ
し
い

と
言
い
、
老
人
も

そ
の
言
葉
に
満
足

し
ま
す
。

伝
奇
本
は
、
親

か
ら
子
へ
の
愛
だ

け
で
す
。
そ
れ
ゆ

え
壮
絶
な
場
面
が

描
け
る
の
で
し
ょ
う
。
「
子
ど
も
の

両
足
を
持
ち
、
頭
を
石
に
叩
き
つ
け

た
。
頭
は
く
だ
け
て
、
血
が
数
歩
さ

き
ま
で
飛
び
散
っ
た
」
。
そ
の
瞬
間
、

杜
は
声
を
あ
げ
ま
す
。
母
か
ら
子
へ

の
愛
だ
け
は
、
仙
薬
を
も
っ
て
し
て

も
棄
て
去
り
が
た
い
人
間
の
一
番
深

い
も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

※
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
回
で
終
わ
り

ま
す
。
次
回
か
ら
「
制
度
が
わ
か
れ

ば
歴
史
が
わ
か
る
」
10
回
シ
リ
ー
ズ

が
始
ま
り
ま
す
。

第
１
回
、
周
王
朝
、
以
下
、
秦
、

漢
、
魏
晋
、
隋
、
唐
、
宋
、
元
、

明
、
清
と
続
き
ま
す
。

（
高
田

佳
誉
子
）

唐
代
伝
奇
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

第
10
回

杜
子
春
伝
（
と
し
し
ゅ
ん
で
ん
）

５
月
11
日
、
昨
年
に
続
い

て
「
百
科
検
定
促
進
講
座
」

が
14
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
大
阪
府
連

百
科
検
定
委
員
の
高
田
佳
誉

子
さ
ん
。
今
回
は
中
国
の
殷

王
朝
か
ら
漢
（
前
漢
）
ま
で

の
古
代
中
国
の
部
分
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

殷
王
朝
の
前
史
の
夏
王
朝

の
こ
と
も
伝
説
の
域
に
収
ま
っ

て
い
た
も
の
が
、
近
年
の
考

古
学
的
成
果
や
歴
史
研
究
の

発
展
の
中
で
次
第
に
リ
ア
ル

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、

日
本
の
古
代
か
ら
現
代
に
至

る
文
化
に
古
代
中
国
か
ら
の

文
化
的
影
響
が
大
き
か
っ
た

こ
と
な
ど
も
、
聞
け
ば
聞
く

ほ
ど
疑
問
が
解
け
た
り
新
た

な
謎
が
出
て
き
た
り
と
、
古

代
中
国
は
魅
力
た
っ
ぷ
り
と

い
う
内
容
で
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
こ
の
古
代

中
国
に
は
日
本
で
も
人
気
の

あ
る
人
物
が
目
白
押
し
で
す
。

秦
の
始
皇
帝
、
殷
の
紂
王
、

周
の
武
王
、
さ
ら
に
項
羽
と

劉
邦
な
ど
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

も
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
１
時
間
半
が
過

ぎ
、
感
想
、
質
問
も
多
く
の
参
加
者

か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
粟
田

三
樹
夫
）

５
月
25
日
府
連
教
室
で
10
名
の
参

加
で
役
員
会
を
開
催
、
こ
の
間
の
取

り
組
み
の
報
告
と
６
月
15
日
太
極
拳

実
践
講
座
の
開
催
、
７
月
13
日
き
り

え
団
扇
講
座
を
予
定
し
て
い
る
と
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

太
極
拳
実
践
講
座
は
６
月
15
日
９

時
か
ら
３
時
、
北
ス
ポ
ー
ツ
体
育
館

参
加
費
三
千
円
、
定
員
30
名
、

受
講
対
象
は
24
式
を
一
人
で
で
き

る
人
。

昼
食
は
館
内
食
事
可
。

城
北
支
部

興
味
尽
き
な
い
古
代
中
国
を
学
ぶ

女
性
部

漢
詩
学
習
会

色
や
情
景
か
ら

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
漢
詩
を
楽
し
も
う

女
性
部

中
国
の
歴
史
学
習
会

講
師

高
田
佳
誉
子
さ
ん

５
月
か
ら
第
３
弾
「
ラ
ブ
リ
ー

中
国
古
典
編
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
「
ハ
ッ
ピ
ー
！
漢
詩
」

「
ナ
イ
ス
！
故
事
成
語
」
「
エ
ン

ジ
ョ
イ
物
語
」
な
ど
で
す
。

奇
数
月
の
第
３
日
曜
日
１
時
半

日
中
府
連

２
０
５
号
室

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

女
性
部
リ
ピ
ー
ト
学
習
会

「
世
界
遺
産
」
「
中
国
古
典
」

の
出
前
学
習
会
を
承
り
ま
す
。

時
間
も
調
整
で
き
ま
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
女
性
部
高
田
ま
で
。

６
月
１
日
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
茶
山
台
九
条
の
会
18
周
年
の
つ

ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

平
松
悦
雄
府
連
理
事
が
「
反
戦

平
和
と
女
性
解
放
を
訴
え
た
長
谷

川
テ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
話
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
30
名
は
長
谷
川
テ
ル
の

こ
と
を
知
ら
な
い
方
が
多
く
、
講

師
の
映
像
を
交
え
た
分
か
り
や
す

い
お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

良
い
つ
ど
い
で
し
た
。

（
浅
田

美
奈
子
）

泉
北
九
条
の
会
で

長
谷
川
テ
ル
を
語
る

５
月
25
日
堺
市
立
南
図
書
館
に
て

日
中
大
阪
府
連
・
日
中
堺
支
部
共
催

の
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
、
22
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
日
中
大
阪
府
連

松
尾
理
事
長
が
挨
拶
し
、
「
中
国
山

東
省
・
煙
台
市

―
日
本
留

学
を
目
指
す
中
国
の
若
者

た
ち
ー
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
浅
田

勝
美
さ
ん
（
堺
支

部
支
部
長
・
魯
東
大
学
日

本
留
学
別
科
文
化
交
流
）

が
報
告
し
ま
し
た
。

煙
台
の
街
や
魯
東
大
学

の
様
子
が
生
き
生
き
と
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
ま
し
た
。
魯

東
大
学
日
本
語
顧
問
の
土

井
さ
ん
や
留
学
生
の
参
加

が
あ
り
、
現
在
の
中
国
の
事
情
や
交

流
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か

り
、
煙
台
に
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
上
村

康
夫
）

堺
支
部
公
開
講
座

中
国
の
若
者
た
ち
と
交
流

西
支
部

役
員
会
開
催


